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千葉県我孫子市（人口約１３万人）

＜焼却灰溶融施設の稼動停止しエコセメントに切り替えあたっての我孫子市資料＞
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------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
●１●焼却灰溶融リサイクル施設の稼動停止にあたって

１．施設導入の経緯

　本市では地理的条件等から昭和５１年以降、自区域内に最終処分場が確保できず、焼却灰と

不燃物の最終処分については、長年にわたり茨城県北茨城市の民間最終処分場に委託処理して

きたところであった。

　全国レベルでは、廃棄物行政のソフト分野、特に資源分別回収はトップクラスでありながら、

ハード分野すなわち施設整備面における最終処分場対策の立ち遅れは否めず、昭和５６年に廃

棄物処理基本計画で定めた「埋め立て処分場のない都市清掃を目指す」実現するためには、廃

棄物の減量と資源化は大きな課題であった。

　この状況にあって、昭和４６年以来、市の環境装置に関わっていた日立造船株式会社では、

焼却灰を減容・無害化し、資源化するための施設である溶融リサイクルシステムを開発し、実

証プラントでの試験段階にあり、この施設の基本理念と市の廃棄物処理基本計画に掲げる理念

が合致したことから共同での実証試験に至ったものであった。

　実証試験では、溶融施設と溶融スラグの安全性についての実証を日立造船(株)が、また、溶

融スラグの利用用途の研究では市が行うという役割分担のなかで、平成６年から１年間、実証

実験を実施したのち、本市に無償譲渡され、平成１２年度末をもって溶融施設の稼動停止する

までの間、焼却灰の減容・無害化並びに溶融スラグの資源化を担ったきた。

２．施設の課題について

　市に移管された当時、溶融施設は廃棄物処理施設の最先端技術を駆使したものであり、施設

の維持管理にあたって、メーカー側でも予期できなかった不都合や施設の構造上避けられない

問題点も出てきた。

　例えば、溶融過程において焼却灰が比重分離し、焼却灰に含まれる比重の重い非鉄金属が溶

融炉床に堆積するため長期連続運転ができなかったことは、実機としての使用によって明らか

になった不都合であった。また全国トップクラスの資源分別回収を誇る本市であっても、焼却

灰中の金属を起因とする搬送機器の損傷、故障が多発したことは、今後の廃棄物減量施策を展

開するうえでの再認識しなければならない課題である。

　これらの他にも、突発的な故障による溶融施設の運転停止や焼却灰の含有水分の影響による

処理能力低下は、解決できない課題として残った。

　ところで、円滑な施設運営を図るには、突発的或いは経年変化による機器の故障等を回避す

るための計画的修繕（工事）を立案し、施工、及び施工に対する検証が必要と思われるが、本

施設は実証プラントの延長線上のものであった故、機器の損耗は想像を超え超えるものがあり、
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併せて、施設維持管理に関するノウハウが蓄積されていなかったことは施設運営において、大

きなマイナス要因であった。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
●２●焼却灰溶融施設の稼動実績報告書

平成１３年４月

我孫子市クリーンセンター

　近年のごみ量の増大と埋立て処分場の確保が年々難しくなる状況のものごみ焼却灰を溶融ス

ラグ化し資源として有効利用を図るために日立造船(株)と共同で開発、実証試験を進めた。こ

の実証試験プラントは平成６年の実証試験終了後、我孫子市に無償譲渡され平成７年からは市

による運転を開始いたしました。

　しかし、施設の更新時期が来ていることと、焼却灰のエコセメント化事業への参画が決定さ

れ平成１３年１月末に溶融施設の稼動を停止いたしました。

　ここでは、平成７年から平成１３年１月までの稼動実績を報告するものであります。

１．施設の概要

名 称 焼却灰溶融リサイクルシステム（焼却灰溶融施設）

溶融処理能力 １５トン／２４ｈ

形 式 灯油バーナー式表面溶融炉

処 理 灰 ごみ焼却施設から排出された焼却灰および飛灰

２．施設の稼動期間

平成７年４月から平成１３年１月まで（平成７年４月から３ヶ月間は運転実習期間）

３．運転体制（委託業務）

２名×４班（１２時間勤務の２直）

および日勤２名（８時間勤務）　以上１０名

４．年度別溶融処理実績（詳細は別紙表１に示す）

　溶融施設が稼動した６年間の焼却灰溶融処理量およびスラグ発生量を示します。

表のようにごみ焼却灰約２６，０００トンのうち約１５，０００トンを溶融処理し約８，４０

０トンのスラグが生成されました。

　これはこの６年間に発生した焼却灰の約６割を溶融処理し、この焼却灰が重量比で約半分に

減量されたことになります。

単位：ｋｇ

７年度 ８年度 ９年度 １０年度 １１年度 １２年度 合計

焼却灰

発生量
4,077,420 4,333,160 4,369,560 4,633,210 4,553,050 5,457,850 27,424,250

溶融

処理量
1,661,070 2,556,320 2,915,750 2,884,520 2,735,470 2,552,190 15,315,320

スラグ

発生量
868,930 1,364,680 1,539,090 1,541,210 1,631,110 1,455,380 8,400,400
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５．施設維持管理費と処理コスト（維持費の詳細は別紙の表２に示す）

７年度 ８年度 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度 合計

焼却灰

処理量(t)
1,661 2,566 2,916 2,885 2,735 2,552 15,315

溶融施設維持

管理費(千円)
128,137 181,358 195,570 198,369 198,492 184,148 1,066,074

ﾄﾝ当たりの溶融

処理コスト(円)
77,144 70,677 67,068 68,759 72,575 64,321 69,610

表のように灰１トン当たりの溶融処理コストは平均すると約６９，０００円であった。

６．スラグの有効利用状況（平成１３年３月３１日現在）

　スラグの有効利用の用途として計画当初では公共次号の埋め戻し材等の土木資材としての利

用を図っていく予定でありましたが、下水道工事等の発生土は再生土として再利用するように

なり埋め戻し材としての利用が無くなってまいりました。

　このため、表に示すように約１，８００トンのスラグがストックされています。

今後の利用用途の検討が必要となります。

７年度 ８年度 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度 合計

スラグ発生量(t) 869 1,365 1,539 1,541 1,631 1,455 8,400
スラグ利用量(ｔ) 703 595 1,063 2,251 1,225 737 6,574
スラグ累積残量(ｔ) 166 936 1,412 702 1,108 1,826 1,826
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
●３●考えられる方向性を実施した場合の費用比較

１．既存の溶融施設を生かした施設の整備

平成１１年度費用総額　４５６，９２７千円

○　溶融処理及び埋立処分費

　　　　　　毎年かかる費用

溶融処理量　　処理単価　８１，２５５円／ｔ（１１年度）

埋立量　　　　処理単価　３９，３７５円／ｔ（１１年度）

溶融処理及び埋立処分費総額　　２９６，９２７千円

○　分離装置の設置年度にかかる費用

　　　　　　分離装置を設置する費用

約１６０，０００，０００円（その他ばいじんを処理するための薬剤費等の経

費が必要となる。）

以上の方法で実施した場合、付議書の課題（１）は解消できるが課題（２）か

ら（５）については解消できない。

２．新たな溶融施設の建設をした場合

１）建設方法

①　既存の施設を生かし全量処理する場合

新たに１基１５ｔ／日の施設を建設

建設費１４億円（日立造船概算見積による）

②　新たに全量処理できる施設を建設した場合

２０ｔ／日の施設を建設

建設費　１７億円（日立造船概算見積による）
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③　既設施設の老朽化及び不慮の事故等を考慮し、２基による交互運転ができるように新たに

２基建設した場合

１５ｔ／日を２基建設

建設費　２８億円

　３つの方法のいずれかを実施した場合にも施設維持管理は発生する。しかし、現時点では想

定できないため算入しないこととする

２）スラグを全量利用するシステムづくり

　将来的には、スラグが建設資材としてＪＩＳ規格品に認定されれば有償で売却することがで

き、有効利用が図られると思われる。しかし、現在認定の時期は不確定のため、現行のとおり

発生土が再利用されることを考えると、スラグ単体ではなく二次製品を作り有効利用する必要

があると考える。そのためには、二次製品を生産する施設が必要になる。

　以上の方法実施した場合、付議書の課題（１）、（２）、（５）は解消できるが（３）、（４）の

課題が残る。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
●４●溶融施設とエコセメント事業との経費の対比

11 年度の溶融施設の維持管理費と焼却灰の処理量

維持管理費　　　　２２２，２３２千円

処理量　　　　　　２，７３５トン

１トン当たりの処理単価　　２２２，２３２千円÷２，７３５ｔ＝８１，２５５千円

１３年度の焼却灰発生予測量　　４，６３２ｔ

溶融施設の処理能力　　４，６３２ｔ×６０％＝２，７７９ｔ

埋め立て処分委託　　　４，６３２ｔ×４０％＝１，８５３ｔ

１３年度の経費比較

（１１年度同様に焼却灰を処理した場合）

溶融施設の処理費　　　　８１，２５５円×２，７７９ｔ

＝２２５，８０７，６４５円

埋め立て処分委託費　　　３９，３７５円×１，８５３ｔ

＝　７２，９６１，８７５円

合計　　　２９８，７６９，５２０円

エコセメント委託費

４１，６８５円×４，６３２ｔ

＝１９３，０８４，９２０円

経費比較　　　２９８，７７０千円－１９３，０８５千円≒１０６，６８５千円

※エコセメントへ委託することで約１０６，０００千円の経費節減が図れる

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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7 年 度 8 年 度 9 年 度 10年度 11年度 12年度
普 通 旅 費 22 0 0 0 4 0
研 修 旅 費 0 0 0 0 0 0
小 計 22 0 0 0 4 0
消 耗 品 費 6,278 9,132 9,642 9,861 9,671 10,762
燃 料 費 26,673 35,070 38,603 35,188 38,515 40,924
印 刷 製 本 費 0 2 5 5 5 3
光 熱 水 費 14,219 21,521 18,467 17,696 17,519 13,771
修 繕 料 0 0 0 0 86 161
施 設 修 繕 料 6,585 6,775 11,459 13,082 12,423 6,337
小 計 53,755 72,500 78,176 75,832 78,219 71,958
通 信 運 搬 費 0 345 0 0 0 0
小 計 0 345 0 0 0 0
整 備 保 守 点 検 500 309 442 473 762 0
清 掃 0 0 0 0 0 9,686
施 設 運 転 ・監 視 業 務 55,929 57,351 58,464 59,049 59,475 50,713
公 害 防 止 検 査 68 642 646 648 2,785 1,796
飛 灰 処 分 4,582 16,027 16,386 16,426 11,549 13,377
小 計 61,079 74,329 75,938 76,596 74,571 75,572
ペンﾚｺｰﾀﾞｰ 0 81 78 39 39 38
ﾓﾙﾀﾙﾐｷｻｰ 14 0 0 0 0 0
小 計 14 81 78 39 39 38
施 設 維 持 補 修 工 事 費 12,761 32,820 40,156 45,413 45,292 16,297
小 計 12,761 32,820 40,156 45,413 45,292 16,297
補 修 整 備 用 原 材 料 費 181 720 659 274 321 220
小 計 181 720 659 274 321 220
施 設 整 備 用 備 品 購 入 費 325 563 527 168 0 63
小 計 325 563 527 168 0 63
研 修 負 担 金 0 0 36 47 46 0
小 計 0 0 36 47 46 0

128,137 181,358 195,570 198,369 198,492 164,148
586 1,737 843 855

196,156 200,106 199,335 165,003

負 担 金

使 用 料

工 事 請 負 費

原 材 料 費

備 品 購 入 費

旅 費

需 要 費

役 務 費

委 託 料

合 計
車 両 維 持 管 理 費

総 合 計

●５●スラグ生成量及び使用実績表

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
●６●溶融施設維持管理費

溶融施設維持管理費（０４－０２－０３－１１）
（単位：千円）

7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年度
旅費 22 0 0 0 4 0

需要費 53,755 72,500 78,176 75,832 78,219 71,958
役務費 0 345 0 0 0 0
委託料 61,079 74,329 75,938 76,596 74,571 75,572
使用料 14 81 78 39 39 38

工事請負費 12,761 32,820 40,156 45,413 45,292 16,297
原材料費 181 720 659 274 321 220

備品購入費 325 563 527 168 0 63
負担金 0 0 36 47 46 0
合計 128,137 181,358 195,570 198,369 198,492 164,148

車両維持管理費 586 1,737 843 855
総合計 128,137 181,358 195,606 198,416 198,538 164,148

スラグ 生 成 量 及 び 使 用 実 績 表
我 孫 子 市 クリーンセンター　単 位 　ｔ

路 盤 材
( 表 層 ・下

層 )
埋 戻 材 整 地 用

コンクリー
ト

簡 易
舗 装 用

研 究
その 他

平 成 7 年 度 869 477 220 6 703 166
平 成 8 年 度 1,365 68 256 104 52 115 595 770
平 成 9 年 度 1,539 821 148 69 20 5 1,063 476
平 成 10年 度 1,541 2,137 63 31 11 9 2,251 -710
平 成 11年 度 1,631 280 758 180 7 1,225 406
平 成 12年 度 1,455 513 221 3 737 718
累 計 8,400 4,296 687 979 384 89 139 6,574 1,826

スラグ 利 用 内 訳
スラグ
生 成 量

スラグ利
用

合 計

スラグ
残 量



灰溶融施設業務実績（平成１３年１月３１日現在）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
１係→２係 新和 ④-⑥-⑦

年度 焼却灰 クリンカ最終処分場 溶融施設 原灰 鉄分 粗粒灰 飛灰 メタル 稼動 稼動 時間ｱﾀﾘ
搬入量 搬入量 総搬出量 原灰受入量 供給量 搬出量 搬出量 搬出量 生成量 搬出量 搬出量 日数 時間 生成量
ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ 日 H ｋｇ/h

7 4,077,420 2,391,880 1,661,070 1,521,020 39,310 100,740 87,890 868,930 702,930 231 4,589 189.3
8 4,333,160 1,989,970 2,566,320 2,309,200 59,030 198,090 222,710 1,364,680 595,215 5,355 271 5,835 233.9
9 4,369,560 1,899,560 2,915,750 2,532,880 70,830 312,040 306,920 1,539,090 1,062,830 5,710 290 6,378 241.3

10 4,633,210 1,877,420 2,884,520 2,571,580 65,200 245,910 306,480 1,541,210 2,251,320 7,110 277 6,187 249.1
11 4,553,050 1,906,740 2,735,470 2,596,290 52,640 86,540 206,770 1,631,110 1,224,790 6,750 284 6,422 254.0
12 4,604,560 70,640 2,425,330 2,552,190 2,422,360 44,490 85,340 254,390 1,455,380 737,080 6,240 238 5,395 269.8

合計 26,570,960 70,640 12,490,900 15,315,320 13,953,330 331,500 1,028,660 1,385,160 8,400,400 6,574,165 31,165 1,591 34,807 241.3
平均 4,428,493 2,081,817 2,552,553 2,325,555 55,250 171,443 230,860 1,400,067 1,095,694 5,194 265 5,801 241.3
※　③の最終処分場総搬出量に②、⑦、⑧が含まれている

溶融スラグ


